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【令和７年　第４９７回　議会定例会議案審議結果】
　提案された専決報告10件、繰越計算書の報告１件、条例の制定及び一部改正４件、補正予算５件、工事請負
契約１件の21議案全てが承認・可決されました。� ※議長は採決に加わらない

議案番号

� 議 員 名
� 〇＝賛成
� ●＝反対
提　出　議　案�

綿
谷　

敏
明

中
嶋　
　

惠

本
間　

闘
士

太
田　

英
一

田
中　

哲
也

小
倉　

潤
二

本
郷　

良
克

採決

報告第１号 専決第４号　�令和６年度今別町一般会計補正予算（第
12号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第２号 専決第５号　�令和６年度今別町国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第３号 専決第６号　�令和６年度今別町国民健康保険特別会計
（診療施設勘定）補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第４号 専決第７号　�令和６年度今別町後期高齢者医療特別会
計補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第５号 専決第８号　�令和６年度今別町介護保険特別会計（保
険事業勘定）補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第６号 専決第９号　�令和６年度今別町簡易水道事業会計補正予
算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第７号 専決第10号　�今別町税条例の一部を改正する条例につ
いて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第８号 専決第11号　�今別町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第９号
専決第12号　�今別町半島振興対策実施地域に係る固定

資産税の特別措置に関する条例の一部を
改正する条例について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第10号
専決第13号　�今別町承認地域経済牽引事業のために設

置された施設に係る固定資産税の特別措
置に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

報告第11号 令和６年度今別町一般会計繰越明許費繰越計算書の報
告について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承認

議案第１号 今別町企業版ふるさと納税基金条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

議案第２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例
の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

議案第３号 今別町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

議案第４号 今別町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

議案第５号 令和７年度今別町一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

議案第６号 令和７年度今別町国民健康保険特別会計（事業勘定）
補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

議案第７号 令和７年度今別町国民健康保険特別会計（診療施設勘
定）補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

議案第８号 令和７年度今別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

議案第９号 令和７年度今別町介護保険特別会計（保険事業勘定）
補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決

議案第10号 今別中学校体育館屋根等改修工事請負契約について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可決
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議
案
審
議
中
の

�

質
問
内
容

　

６
月
18
日

〇
専
決
報
告

（
報
告
第
１
号
か
ら

�

報
告
第
６
号
）

〇
報
告
第
１
号

（
小
倉
潤
二
議
員
）

Ｑ
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ

い
て
、
昨
年
度
実
施
し
た
町

内
の
保
育
施
設
や
福
祉
施
設

へ
の
支
援
金
を
、
今
回
も
交

付
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
対

象
と
な
る
施
設
も
昨
年
度
と

同
様
と
い
う
認
識
で
よ
い

か
？

（
総
務
企
画
課
長
）

Ａ
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
、
昨
年
度
と
同
様
の
10
施

設
へ
の
交
付
を
行
う
。

（
本
間
闘
士
議
員
）

Ｑ
今
別
町
入
札
監
視
委
員
会

に
つ
い
て
、
令
和
６
年
９
月

27
日
ま
で
の
活
動
の
記
録
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
活

動
は
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
の
活

動
実
績
は
？

（
総
務
企
画
課
長
）

Ａ
入
札
監
視
委
員
会
は
年
４

回
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。
昨
年
度
開
催
し
た
、
令

和
６
年
度
第
４
回
の
記
録
は

ま
だ
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、

準
備
が
で
き
次
第
公
開
す
る

予
定
。（
７
月
７
日
時
点
、

公
開
済
。）

　

ま
た
、
今
年
度
に
関
し
て

は
、
つ
い
先
日
令
和
７
年
度

第
１
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
今
年
度
も
４
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

〇
報
告
第
７
号

今
別
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
及
び
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
７
年
法
律
第
７
号
）

等
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
３

月
31
日
に
公
布
、
原
則
と
し

て
同
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
事
に
伴
い
、
専
決
処

分
し
た
も
の
で
あ
る
。

〇
報
告
第
８
号

今
別
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
及
び
国

有
資
産
所
在
市
町
村
交
付
金

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
令
和
７
年
制
令
第

１
１
９
号
）
が
令
和
７
年
３

月
31
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
専
決
処
分
し

た
も
の
で
あ
る
。

〇
報
告
第
９
号

今
別
町
半
島
振
興
対
策
実
施

地
域
に
係
る
固
定
資
産
税
の

特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

半
島
振
興
法
第
17
条
の
地

方
税
の
不
均
一
課
税
に
伴
う

措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等

を
定
め
る
省
令
（
平
成
７
年

自
治
省
令
第
16
号
）
の
一
部

改
正
が
、
令
和
７
年
３
月
31

日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
専
決
処
分
し
た
も

の
で
あ
る
。

〇
報
告
第
10
号

今
別
町
承
認
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る

施
設
に
係
る
固
定
資
産
税
の

特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促

進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展

の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律

第
26
条
の
地
方
公
共
団
体
等

を
定
め
る
省
令
（
平
成
19
年

総
務
省
令
第
94
号
）
の
一
部

改
正
が
、
令
和
７
年
３
月
31

日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
専
決
処
分
し
た
も

の
で
あ
る
。

〇
報
告
第
11
号

令
和
６
年
度
今
別
町
一
般
会

計
繰
越
名
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　

次
の
３
事
業
等
が
、
令
和

７
年
度
へ
繰
越
と
な
る
。

・�

今
別
町
総
合
計
画
レ
イ
ア

ウ
ト
デ
ー
タ
製
作
・
印
刷

業
務
委
託

・�
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金

事
業

・�

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業

〇
議
案
第
１
号

今
別
町
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
に
つ
い
て
、
複
数
年
度
に

わ
た
っ
て
事
業
費
に
充
当
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
基

金
を
創
設
す
る
も
の
で
あ

る
。

（
綿
谷
敏
明
議
員
）

Ｑ
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

一
般
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
比

較
す
る
と
寄
附
額
や
基
金
の

額
も
大
き
く
な
る
が
、
基
金

の
活
用
先
に
つ
い
て
案
は
あ

る
の
か
？

（
総
務
企
画
課
長
）

Ａ
寄
附
を
い
た
だ
く
際
に
、

企
業
の
方
か
ら
使
用
目
的
に

つ
い
て
要
望
を
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
る
。
要
望
の
あ
っ
た

事
業
の
中
で
、
充
当
で
き
る

事
業
が
あ
れ
ば
、
そ
ち
ら
に

充
当
し
、
充
当
先
に
該
当
が

無
け
れ
ば
、
一
般
積
立
金
の
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が
あ
っ
た
が
、
そ
の
進
捗

は
？

（
副
町
長
）

Ａ
他
団
体
と
の
比
較
を
し
た

上
で
、
必
要
性
の
高
い
も
の

を
抽
出
し
、
検
討
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、

比
較
作
業
に
時
間
を
要
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
委
員

会
を
開
催
で
き
て
い
な
い
。

今
後
、
委
員
会
を
開
催
し
た

う
え
で
、
今
年
度
中
に
内
容

を
ご
報
告
し
た
い
。

〇
議
案
第
３
号

今
別
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
あ

る
。

〇
議
案
第
４
号

今
別
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

　

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

〇
補
正
予
算

（
議
案
第
５
号
か
ら

�

議
案
第
９
号
ま
で
）

（
綿
谷
敏
明
議
員
）

Ｑ
道
の
駅
い
ま
べ
つ
の
業
務

用
エ
ア
コ
ン
入
替
え
工
事
の

費
用
を
な
ぜ
６
月
補
正
に
計

上
し
た
の
か
？

（
総
務
企
画
課
長
）

Ａ
今
回
入
替
え
を
行
う
の

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
部
分
の
エ

ア
コ
ン
で
あ
り
、
エ
ア
コ
ン

か
ら
度
々
ご
み
が
落
ち
て
く

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
お

客
さ
ん
が
入
る
フ
ロ
ア
で
あ

る
た
め
、
夏
や
秋
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
不
便
の
無
い
よ

う
対
応
す
る
た
め
。

（
田
中
哲
也
議
員
）

Ｑ
道
路
維
持
補
修
工
事
、
鍋

田
地
区
側
溝
外
整
備
工
事
、

河
川
維
持
補
修
工
事
の
実
施

箇
所
は
？

Ａ
道
路
維
持
補
修
工
事
は
、

昨
年
議
員
の
皆
様
と
視
察
を

行
っ
た
、
西
他
地
区
の
側
溝

の
整
備
を
行
う
。
当
初
予
算

に
６
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
た
が
、
労
務
単
価
の
値
上

げ
に
よ
り
、
他
の
補
修
に
使

用
す
る
予
算
も
全
て
使
い
切

り
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
道

路
補
修
用
の
予
算
と
し
て
、

今
回
補
正
を
行
っ
た
。

　

鍋
田
地
区
側
溝
外
整
備
工

事
は
、
鍋
田
の
神
社
を
下
り

て
左
側
の
道
路
を
一
部
用
地

買
収
を
行
い
、
道
路
拡
幅
と

側
溝
の
整
備
を
行
う
。
こ
ち

ら
も
労
務
単
価
の
値
上
げ
に

よ
り
、
金
額
に
不
足
が
生
じ

た
た
め
、
補
正
を
行
っ
た
。

　

河
川
維
持
補
修
工
事
は
、

ス
キ
ー
場
へ
上
っ
て
い
く
道

路
を
進
む
と
、
令
和
４
年
度

の
災
害
で
河
川
の
護
岸
が
崩

れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ

の
補
修
工
事
の
費
用
を
計
上

し
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
も
労

務
単
価
の
値
上
げ
に
よ
り
、

工
事
費
が
不
足
し
た
た
め
、

補
正
を
行
っ
た
。

〇
議
案
第
10
号

今
別
中
学
校
屋
根
等
改
修
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

１　

契
約
の
目
的

　

今
別
中
学
校
屋
根
等
改
修

工
事

２　

契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る

３　

契
約
の
金
額

　

六
千
四
百
九
十
万
円

４　

契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

藤
本
建
設

よ
う
に
積
立
を
行
う
こ
と

や
、
他
の
事
業
へ
の
充
当
を

考
え
て
い
る
。
充
当
先
の
事

業
に
関
し
て
は
、
現
在
策
定

中
で
あ
る
。

〇
議
案
第
２
号

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

当
町
の
議
会
議
員
及
び
町

長
、
並
び
に
国
会
議
員
の
選

挙
等
に
お
け
る
投
票
管
理
者

等
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
国

会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
を

基
に
、
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
条
例
で
規
定
し
て
い

る
。
今
般
、
最
近
に
お
け
る

物
価
の
変
動
等
を
考
慮
し
、

同
法
で
定
め
る
単
価
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
綿
谷
敏
明
議
員
）

Ｑ
以
前
か
ら
、
町
の
各
種
委

員
報
酬
の
見
直
し
を
行
う
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
の
話

入替え工事を行うエアコン

今別中学校体育館
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行
政
財
産
無
断
採
取
に
関
す
る
最
終
的
な

結
論
時
期
は
？

Ａ
．
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る

１　

津
軽
線
廃
止
に
伴
う
殉

職
者
慰
霊
碑
移
転
に
つ
い
て

①
外
ヶ
浜
町
大
平
地
区
品
川

に
設
置
さ
れ
て
い
る
慰
霊
碑

は
移
転
の
要
望
事
項
に
含
ま

れ
て
い
た
が
、
当
町
の
母
沢

側
に
も
４
名
の
名
前
が
刻
ま

れ
た
慰
霊
碑
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
慰
霊
碑
に
関
し

て
、
町
の
対
応
は
？

回
答
【
総
務
企
画
課
長
】

　

母
沢
側
の
慰
霊
碑
に
も
４

名
の
方
の
名
前
が
刻
ま
れ
て

い
る
と
の
事
だ
が
、
町
で
は

ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

刻
ま
れ
て
い
る
名
前
に
つ
い

て
、
今
後
Ｊ
Ｒ
に
確
認
を
行

う
。再

質
問

　

津
軽
線
開
通
に
携
わ
り
、

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
の
御

魂
に
対
す
る
恩
返
し
と
し

て
、
津
軽
線
が
廃
止
と
な
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
設
置
す
べ

き
で
は
？

回
答
【
町
長
】

　

私
も
こ
の
話
を
先
日
聞
い

た
ば
か
り
な
の
で
、
今
後
調

査
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、

議
員
の
皆
様
に
も
相
談
す
る

機
会
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

２　

町
有
財
産
無
許
可
持
ち

出
し
の
そ
の
後
に
つ
い
て

①
こ
の
事
例
に
つ
い
て
、
今

定
例
会
の
前
に
調
査
の
結
果

を
報
告
す
る
と
の
事
だ
っ
た

が
、
な
ぜ
報
告
が
無
か
っ
た

の
か
。

回
答
【
総
務
企
画
課
長
】

　

業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

弁
護
士
へ
の
相
談
日
程
の
調

整
に
時
間
を
要
し
、
今
日
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

再
質
問

　

Ｂ
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た

顛
末
書
の
調
査
は
行
わ
れ
た

の
か
？

回
答
【
総
務
企
画
課
長
】

　

先
ほ
ど
も
答
弁
し
た
が
、

Ｂ
業
者
へ
の
聞
き
取
り
を

行
っ
た
。

②
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
最

終
的
な
結
論
を
出
す
時
期

は
？回答

【
町
長
】

　

今
日
（
６
月
17
日
）
の
議

会
散
会
後
に
行
わ
れ
る
全
員

協
議
会
で
調
査
の
結
果
を
報

告
し
、
い
た
だ
い
た
意
見
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

再
質
問

　

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
Ｂ

業
者
へ
出
し
た
処
分
を
妥
当

だ
と
考
え
て
い
る
か
？

回
答
【
町
長
】

　

県
並
び
に
弁
護
士
へ
相
談

し
、
検
討
し
た
上
で
く
だ
し

た
処
分
で
あ
り
、
町
と
し
て

は
妥
当
だ
と
考
え
て
い
る
。

③
こ
の
問
題
に
つ
い
て
町

長
、
副
町
長
と
話
し
た
際

に
、
町
長
か
ら
は
「
穏
便
に

済
ま
せ
た
い
」、
副
町
長
か

ら
は
「
土
を
持
っ
て
い
っ
て

も
問
題
な
い
」
と
い
う
発
言

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
意
図
で
発
し
た
言

葉
な
の
か
？

回
答
【
町
長
】

　

私
の
「
穏
便
」
と
い
う
発

言
は
、
Ａ
業
者
と
Ｂ
業
者
は

町
内
の
業
者
同
士
で
あ
り
、

忖
度
す
る
よ
う
な
意
図
で
発

し
た
言
葉
で
は
な
い
。

回
答
【
副
町
長
】

　

町
に
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
土
の
残
量
が
あ
る
限

り
、
他
の
業
者
へ
売
却
す
る

こ
と
は
あ
り
え
る
と
い
う
意

図
で
発
言
し
た
。
町
に
許
可

を
得
な
い
ま
ま
土
を
搬
出
す

る
行
為
を
肯
定
し
た
訳
で
は

な
い
。

再
質
問

　

町
長
と
副
町
長
の
発
言
に

非
が
あ
っ
た
場
合
、
Ａ
業
者

へ
謝
罪
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
？

回
答
【
町
長
】

　

私
の
発
言
の
中
に
、
相
手

へ
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る

よ
う
な
言
葉
が
あ
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
謝
罪
を
す
る
の
か
と
い

う
点
に
関
し
て
も
検
討
す

る
。

小
倉
　
潤
二�

議
員
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県
道
14
号
線
改
修
案
に
津
軽
線
敷
地
活
用

は
考
え
て
い
る
の
か
？

Ａ
．�

県
は
津
軽
線
敷
地
を
ル
ー
ト
案
と
し
て
検
討

す
る
考
え
は
な
い

１　

県
道
14
　

号
線
の
改
良
案

の
そ
の
後
に
つ
い
て

①
県
及
び
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
、
新
た
な
協
議
進

展
は
？

回
答
【
町
長
】

　

今
年
２
月
に
開
催
さ
れ

た
、
県
、
外
ヶ
浜
町
、
今
別

町
の
職
員
に
よ
る
勉
強
会
に

お
い
て
、
県
か
ら
改
め
て
津

軽
線
敷
地
を
ル
ー
ト
案
と
し

て
検
討
す
る
予
定
は
無
い
と

し
て
、
現
在
は
協
議
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。

２　

豪
雪
被
害
等
の
現
状
確

認
に
つ
い
て

①
冬
季
間
に
傷
ん
だ
箇
所
の

修
復
は
完
了
し
て
い
る
の

か
？

回
答
【
産
業
建
設
課
長
】

　

雪
解
け
後
に
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
補
修
を
行
っ
た
。
新
た

に
破
損
箇
所
等
を
発
見
し
た

場
合
は
、随
時
補
修
を
行
う
。

再
質
問

　

以
前
は
補
修
材
を
町
が
用

意
し
、
除
雪
業
者
が
各
除
雪

区
間
の
補
修
を
行
う
体
制
を

取
っ
て
い
た
。
今
後
、
業
者

が
補
修
を
行
う
体
制
に
出
来

な
い
も
の
か
？

回
答
【
町
長
】

　

現
在
は
職
員
が
補
修
す

る
、
も
し
く
は
業
者
へ
依
頼

す
る
な
ど
、
様
々
な
形
で
補

修
を
行
っ
て
い
る
が
、
い
か

に
効
率
良
く
補
修
出
来
る
の

か
、
今
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

再
質
問

　

以
前
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
県
か
ら
交

付
金
が
入
り
次
第
、
補
修
を

行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
毎

年
も
し
く
は
隔
年
で
交
付
金

は
来
て
い
る
の
か
？

回
答
【
総
務
企
画
課
長
】

　

交
付
税
等
と
と
も
に
交
通

安
全
対
策
費
と
い
う
項
目
が

あ
る
が
、
現
在
は
入
っ
て
き

て
い
な
い
。

再
質
問

　

補
修
箇
所
が
増
え
て
か
ら

補
修
す
る
と
な
る
と
、
補
修

費
用
や
期
間
が
膨
み
、
業
者

を
探
す
の
が
大
変
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
破
損
等
に
い
つ

で
も
対
応
出
来
る
よ
う
、
業

者
選
定
や
予
算
等
の
整
備
を

お
願
い
し
た
い
。

回
答
【
総
務
企
画
課
長
】

　

議
員
は
じ
め
町
民
の
方
か

ら
も
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
破
損
等
に

関
し
て
ご
指
摘
い
た
だ
い
て

い
る
。
町
内
の
設
置
箇
所
に

関
し
て
、
現
状
、
台
帳
等
の

整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
ま
ず
台
帳
等
の
整
備
を

行
い
、
業
者
選
定
な
ど
の
話

を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、
指
摘
を
受
け
た
箇

所
に
関
し
て
は
職
員
が
確
認

し
対
応
し
て
い
る
が
、
今

後
、
計
画
等
を
立
て
て
補
修

等
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

３　

町
有
財
産
の
無
断
搬
出

の
そ
の
後
に
つ
い
て

①
町
有
財
産
の
無
断
搬
出
の

真
相
究
明
は
ど
こ
ま
で
進
展

し
て
い
る
の
か
？

回
答
【
総
務
企
画
課
長
】

　

町
と
し
て
、
業
者
へ
の
聞

き
取
り
、
弁
護
士
等
へ
の
相

談
を
行
い
、
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
い
る
。

②
搬
出
許
可
を
い
つ
誰
が

行
っ
た
の
か
、
起
案
書
等
は

存
在
す
る
の
か
？

回
答
【
総
務
企
画
課
長
】

　

無
許
可
で
の
土
搬
出
に
関

す
る
事
案
で
あ
る
た
め
、
町

職
員
は
対
応
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
も
、
Ｂ

業
者
へ
聞
き
取
り
し
た
と
こ

ろ
、
職
員
へ
対
応
を
求
め
た

事
は
な
い
と
の
回
答
だ
っ

た
。

太
田
　
英
一�

議
員
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
務
局
に
町
職
員
派
遣
が
な

い
の
は
な
ぜ
？

Ａ
．
必
要
事
項
等
は
予
め
四
者
で
協
議
さ
れ
る
た
め

１　

旧
大
川
平
小
学
校
入
口

付
近
の
水
路
の
増
水
時
の
対

策
に
つ
い
て

①
水
路
の
上
が
道
路
に
な
っ

て
お
り
、
増
水
時
に
は
枯
れ

枝
や
枯
れ
葉
な
ど
が
詰
ま

り
、
ま
た
、
シ
ー
ト
パ
イ
ル

の
残
骸
の
よ
う
な
物
が
横
に

あ
り
、
詰
ま
り
を
一
層
助
長

す
る
よ
う
な
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
か
？

回
答
【
産
業
建
設
課
長
】

　

ご
質
問
い
た
だ
い
た
水
路

は
水
量
も
多
く
、
大
き
め
の

水
路
と
な
っ
て
お
り
、
他
の

水
路
に
比
べ
、
枯
れ
枝
等
は

そ
れ
ほ
ど
詰
ま
り
や
す
い
水

路
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
シ
ー
ト
パ
イ
ル
の
残
骸

の
よ
う
に
見
え
る
の
は
道
路

橋
下
の
鉄
骨
で
あ
り
、
現
状

で
は
撤
去
い
た
し
か
ね
る
。

周
辺
の
草
刈
り
等
を
継
続

し
、
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
維
持

に
努
め
た
い
。

再
質
問

　

以
前
に
も
数
回
、
水
が
溢

れ
て
い
る
。
対
策
と
し
て
何

か
案
は
あ
る
の
か
？

回
答
【
産
業
建
設
課
長
】

　

４
年
前
の
大
雨
災
害
の
際

に
水
が
溢
れ
た
事
を
町
で
も

確
認
し
て
い
る
。
過
去
に
死

亡
事
故
等
が
起
き
て
い
る
た

め
、
か
さ
上
げ
等
の
検
討
は

今
後
必
要
に
な
る
か
と
思
う

が
、
今
す
ぐ
行
う
事
は
出
来

な
い
た
め
、今
後
検
討
す
る
。

２　

サ
ー
モ
ン
養
殖
の
関
連

に
つ
い
て

①
近
年
、
夏
に
か
け
て
町
の

河
川
を
遡
上
す
る
サ
ー
モ
ン

の
群
れ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
地
域
の
河
川
に
い
る

ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
、
サ
ケ
等
が

絶
滅
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る

が
、
現
状
は
把
握
し
て
い
る

の
か
？

回
答
【
産
業
建
設
課
長
】

　

今
別
町
沖
で
養
殖
さ
れ
て

い
る
サ
ー
モ
ン
の
河
川
の
生

態
系
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て

は
事
業
者
が
調
査
を
行
う
予

定
と
の
こ
と
。

再
質
問

　

事
業
者
で
調
査
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
第
三
者
に
調

査
し
て
い
た
だ
く
ほ
う
が
正

確
な
調
査
に
な
る
の
で
は
？

回
答
【
産
業
建
設
課
長
】

　

ま
ず
は
、
事
業
者
か
ら
の

報
告
を
待
ち
、
結
果
を
確
認

し
た
い
。

３　

Ｊ
Ｒ
津
軽
線
自
動
車
交

通
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
に
つ

い
て

①
設
立
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
事
務
局
に
は
Ｊ
Ｒ
の
社
員

が
２
名
派
遣
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
町
か
ら
の
職
員
の

常
駐
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
？

回
答
【
副
町
長
】

　

Ｊ
Ｒ
津
軽
線
蟹
田
以
北
の

自
動
車
交
通
展
開
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
議
員
の
皆

様
に
ご
説
明
し
て
き
た
。
そ

の
中
で
、
新
た
に
自
動
車
交

通
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ

い
て
、
去
る
６
月
10
日
に
締

結
し
た
基
本
合
意
書
及
び
覚

書
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
業
務
を

担
う
職
員
２
名
を
派
遣
し
、

今
別
町
、
外
ヶ
浜
町
は
業
務

を
援
助
す
る
職
員
を
各
１
名

置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
両
町
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
理
事
を
各
１
名
置
く
こ

と
や
、
自
動
車
交
通
の
ダ
イ

ヤ
や
運
行
本
数
等
の
、
運
行

に
必
要
な
事
項
は
、
予
め
両

町
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
県
が
協

議
し
、
決
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
自
動
車
交
通
に
対
し

て
、
町
が
関
与
で
き
る
形
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
両
町
共
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
対
す
る
町
職
員
の
常
駐
は

不
要
と
判
断
し
た
。

中
嶋
　
　
惠�

議
員
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�
．
わ
ん
タ
ク
定
期
券
購
入
に
助
成
を
！

Ａ
．
町
内
状
況
を
確
認
し
、
検
討
す
る

１　

Ｊ
Ｒ
津
軽
線
代
替
交
通

に
つ
い
て

①
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
運
行
し
て

い
る
わ
ん
タ
ク
定
時
便
、
わ

ん
タ
ク
フ
リ
ー
便
は
、
共
通

の
定
期
券
が
販
売
さ
れ
て
お

り
、
町
民
の
皆
様
に
、
よ
り

一
層
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
定
期
券
購
入
へ
の
助
成

制
度
を
整
備
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え

は
？回答

【
総
務
企
画
課
長
】

　

町
で
は
、
通
勤
・
通
学
に

係
る
鉄
道
及
び
バ
ス
の
定
期

券
購
入
に
対
し
て
、
購
入
額

の
２
分
の
１
を
助
成
し
て
い

る
。
わ
ん
タ
ク
定
時
便
、
フ

リ
ー
便
に
関
す
る
助
成
制
度

は
、
現
在
助
成
を
行
っ
て
い

な
い
。

再
質
問

　

現
在
の
１
ヶ
月
の
定
期
券

は
金
額
的
に
高
額
な
定
期
券

で
は
な
い
た
め
、
ぜ
ひ
早
い

時
期
に
助
成
制
度
を
整
備
い

た
だ
き
た
い
。

回
答
【
総
務
企
画
課
長
】

　

津
軽
線
と
同
じ
く
、
地
域

交
通
と
な
る
た
め
、
今
後
、

助
成
等
を
検
討
し
た
い
。
し

か
し
、
通
勤
・
通
学
と
路
線

が
重
な
る
部
分
が
あ
る
た

め
、
確
認
し
な
が
ら
検
討
す

る
。再

質
問

　

外
ヶ
浜
町
で
は
、
今
年
度

４
月
よ
り
、
わ
ん
タ
ク
の
定

期
券
購
入
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
助
成
制
度
確
立

に
関
し
て
、
町
長
の
考
え

は
？回答

【
町
長
】

　

町
内
で
定
期
券
を
購
入
さ

れ
る
方
が
ど
の
く
ら
い
い
る

の
か
等
を
確
認
し
、
今
年
度

は
無
理
だ
と
し
て
も
、
来
年

度
４
月
か
ら
ど
の
よ
う
に
実

施
す
る
か
を
、
外
ヶ
浜
町
の

情
報
も
得
な
が
ら
、
で
き
る

限
り
助
成
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

２　

町
観
光
振
興
に
つ
い
て

①
今
後
、
町
と
し
て
観
光
Ｐ

Ｒ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
？

回
答
【
産
業
建
設
課
長
】

　

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
記
事

の
掲
載
、
観
光
協
会
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
へ
の
記
事
の
提
供
に
よ

り
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
継
続
す
る
予
定

で
あ
る
。

②
観
光
地
・
観
光
施
設
等
工

事
費
を
当
初
予
算
へ
計
上
す

る
に
至
っ
た
経
緯
は
？

回
答
【
産
業
建
設
課
長
】

　

令
和
７
年
度
当
初
予
算
の

の
観
光
地
・
観
光
施
設
等
工

事
費
の
中
で
金
額
が
大
き
い

も
の
は
、
今
別
町
総
合
計
画

等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
整
備

の
一
環
と
し
て
計
上
し
た
工

事
や
、
地
区
の
皆
様
や
議
会

で
の
要
望
を
受
け
て
整
備
す

る
こ
と
と
し
た
工
事
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。

③
観
光
地
・
観
光
施
設
等
工

事
の
工
事
概
要
は
？

回
答
【
産
業
建
設
課
長
】

　

高
野
崎
園
地
整
備
事
業
工

事
は
、
園
地
駐
車
場
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
補
修
を
行
う
。

　

公
園
遊
具
設
置
工
事
は
、

昨
年
度
、
道
の
駅
い
ま
べ
つ

前
の
農
村
公
園
に
設
置
し
た

遊
具
に
追
加
し
て
設
置
す

る
。
ま
た
、
団
地
へ
の
設
置

を
行
う
計
画
と
し
て
い
る
。

　

青
函
ト
ン
ネ
ル
入
口
広
場

道
路
整
備
工
事
は
、
大
型
バ

ス
と
の
す
れ
違
い
を
確
実
に

出
来
る
よ
う
、
退
避
ス
ペ
ー

ス
の
整
備
、
駐
車
場
入
口
の

段
差
解
消
を
行
う
。

　

道
の
駅
連
絡
路
等
設
置
工

事
は
、
い
ま
べ
つ
総
合
体
育

館
側
か
ら
道
の
駅
い
ま
べ
つ

へ
通
じ
る
連
絡
路
を
設
置
す

る
。

④
各
工
事
の
発
注
時
期
は
？

回
答
【
産
業
建
設
課
長
】

　

高
野
崎
園
地
整
備
事
業
工

事
は
、
６
月
中
に
入
札
を
行

う
予
定
。

　

遊
具
設
置
工
事
、
青
函
ト

ン
ネ
ル
入
口
広
場
整
備
工
事

は
、
現
在
設
計
の
再
確
認
を

進
め
て
お
り
、
完
了
次
第
入

札
を
行
う
予
定
。

　

道
の
駅
連
絡
路
等
設
置
工

事
は
、
担
当
課
で
あ
る
総
務

企
画
課
で
、
７
月
の
入
札
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。

綿
谷
　
敏
明�

議
員
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�
．�

介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅
改
修
費
支
給
方

式
の
見
直
し
を
！

Ａ
．
現
状
を
確
認
し
、
前
向
き
に
検
討
す
る

１　

介
護
保
険
に
お
け
る
住

宅
改
修
費
の
償
還
払
い
方
式

の
見
直
し
に
つ
い
て

①
介
護
保
険
制
度
に
基
づ
く

住
宅
改
修
費
の
支
給
に
償
還

払
い
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い

る
理
由
は
？

回
答
【
町
民
福
祉
課
長
】

　

当
該
制
度
は
、
利
用
者
が

費
用
全
額
を
一
旦
支
払
い
、

領
収
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
給
付
さ
れ
る

「
償
還
払
い
方
式
」
が
原
則

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
で
は
償
還
払
い
方
式
を
採

用
し
て
い
る
。

②
町
民
の
中
で
も
、
特
に
年

金
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
は
、
工
事
費
用
の
全
額
を

準
備
出
来
な
い
た
め
に
、
制

度
の
利
用
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
、
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
町
民

か
ら
の
声
に
対
す
る
町
の
認

識
は
？

回
答
【
町
民
福
祉
課
長
】

　

町
で
は
、
利
用
者
の
方
か

ら
特
に
要
望
等
が
無
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
原
則
で
あ
る
償

還
払
い
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。

③
他
自
治
体
で
は
、
改
修
費

用
の
１
割
を
利
用
者
が
負
担

し
、
残
り
を
自
治
体
が
業
者

へ
直
接
支
払
う
「
受
領
委
任

払
い
方
式
」
を
採
用
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
町
と
し

て
、
他
自
治
体
に
お
け
る
受

領
委
任
払
い
方
式
の
導
入
状

況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
？

回
答
【
町
民
福
祉
課
長
】

　

東
青
地
域
で
は
、
償
還
払

い
方
式
と
受
領
委
任
払
い
方

式
を
併
用
し
て
い
る
自
治
体

が
３
自
治
体
、
償
還
払
い
方

式
の
み
を
採
用
し
て
い
る
自

治
体
が
、
当
町
を
含
む
２
自

治
体
で
あ
る
。

④
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

住
宅
改
修
費
の
補
助
は
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や

自
宅
で
、
安
心
し
て
生
活
を

続
け
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

支
援
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。

当
町
に
適
し
た
形
で
、
少
し

で
も
利
用
者
の
負
担
を
軽
減

出
来
る
制
度
設
計
が
可
能
か

な
ど
も
鑑
み
て
、
町
と
し
て

の
今
後
の
取
組
は
？

回
答
【
町
民
福
祉
課
長
】

　

町
民
か
ら
も
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

が
、
町
と
し
て
も
関
係
す
る

事
業
者
の
方
な
ど
か
ら
現
状

を
確
認
し
、
受
領
委
任
払
い

方
式
の
導
入
に
向
け
て
検
討

す
る
。

再
質
問

　

検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
な

ど
、
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
を

求
め
た
い
。

回
答
【
町
民
福
祉
課
長
】

　

ま
ず
は
町
民
の
方
か
ら
の

意
見
な
ど
、
現
状
を
確
認
し

た
上
で
事
務
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
事
務
的
に
も

あ
る
程
度
の
時
間
を
要
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
た
め
、

準
備
が
整
い
次
第
、
前
向
き

に
導
入
し
て
い
き
た
い
。

本
間
　
闘
士�

議
員

（9）　第 224号� 2025（令和７）年８月い ま べ つ 議 会 だ よ り



５月16日　全員協議会

７月10日　県下町村議会議員研修会

　固定資産税における住宅用地特例の適用漏れによる過誤納付返還金（令和７年４月に還付済）

についての説明や、全国的に問題となっている、自治体における公用車のＮＨＫ受信料未契約問

題を受け、町が確認したところ、当町の公用車においても未契約の状態となっていたことについ

ての説明が行われました。

　また、ＪＲ津軽線自動車交通に関する基本合意書並びに覚書の内容について説明が行われまし

た。

６月17日　全員協議会

　３月定例会及び６月定例会にて取り上げられた、行政財産無断採取の問題に関して、町が行っ

た顛末書等の調査結果の報告及び今後の対応等について説明が行われました。

　また、６月10日に行われた、今別町、外ヶ浜町における地域交通の確保等に関する基本合意書

の締結に関する説明、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の追加交付に係る町の対応につ

いて、説明が行われました。

　ホテル青森にて開催された本研修会では、政治アナリストの伊藤　惇夫　氏より、「今後の政局・

政治の展望」と題して、政権の現状や参議院議員選挙の動向についてご講演いただきました。

い ま べ つ 議 会 だ よ り第 224 号� 2025（令和７）年８月　（10）



議　員　視　察　研　修　報　告

総務文教常任委員会
� 総務文教常任委員会　委員長　本間　闘士　

兵庫県神戸市「人と未来防災センター」視察

産業建設常任委員会
� 産業建設常任委員会　委員長　小倉　潤二　

山口県宇部市「農業生産法人　株式会社あぐりんく」視察

　当センターは、阪神淡路大震災の教訓を未来に活かすため、当時の貴重な資料や映像で疑似体

験が可能な設備を備えています。地震だけでなく、水害や津波の発生メカニズムについても詳細

に学ぶことができました。特に、避難所でのプライバシー確保や衛生管理といった災害後の生活

における見えにくい課題について具体的に学習できる展示が印象的でした。

　半島部である当町において、防災対策を考える上で大変貴重な知見を得る機会となりました。

行政と議会が一体となり、この視察で実感した被災地の課題を風化させることなく、今後の防災

対策の立案、実施に向けて検討を進めてまいりたいと考えております。

　株式会社あぐりんくは農林水産業みらい基金を活用し、事業が進められており、当法人は現在

と未来の大切な子供たちに安全で安心な食べ物を、未来に渡って安定して生産できる仕組み、関

係づくりを目指しており、メンバー自らが田畑を守り、自分たち自身が担い手になることを決意

し、取り組んでいました。

　休耕田を畑に替え、麦、小麦、トウモロコシ、ブドウなどを栽培し、同時に牛や豚を放牧飼育する。

そして、畑作と畜産の中核となる農村に、それらを原料とするパン、麺などの加工場や醸造場を

呼び込み、加工品を地域内で流通させる。現在、畑ではトウモロコシの栽培に力をいれ、特に子

実コーン、トウモロコシの実のみを収穫し、飼料として活用しておりました。茎や葉は圃場にす

き込み、緑肥として活用する方法と、子実、葉、茎を収穫し、乳酸発酵させ飼料とする方法を同

時進行で進めておりました。

　今後、当法人の取組を参考に、行政とともによりよい活用方法を検討したいと考えております。

い ま べ つ 議 会 だ よ り（11）　第 224号� 2025（令和７）年８月



議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長
：
本
間　

闘
士

副
委
員
長
：
綿
谷　

敏
明

委　
　

員
：
中
嶋　
　

惠

委　
　

員
：
本
郷　

良
克

編

集

後

記

　

今
年
の
夏
も
連
日
の
猛
暑

日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

稲
や
畑
作
物
・
果
樹
等
へ

の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
熱
中
症
や
気
候
変

動
に
よ
る
体
調
不
良
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

　

夏
本
番
を
迎
え
、「
荒
馬
ま

つ
り
」
や
家
族
が
帰
省
す
る

「
お
盆
」
も
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
夏
は
大
き
な
災
害
も

な
く
、
皆
様
が
平
穏
に
過
ご

さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

�

議
会
広
報
副
委
員
長　
　

�

綿
谷　

敏
明　

議　

会　

の　

動　

き　
７
年
４
月
１
日
～
６
月
30
日

４
月

　

20
日　

例
月
出
納
検
査

５
月

　

1
日　

東
津
軽
郡
町
村
議
会
議
長
会
幹
事
会

　

12
日　

東
津
軽
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
時
総
会

　

15
日　

議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

　

16
日　

議
員
全
員
協
議
会
（�

町
税
過
誤
納
付
返
還
金
に
つ
い
て
、
公
用
車
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
料
未
契
約
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
津
軽
線
自
動
車
交
通
に

つ
い
て
）

　

20
日　

例
月
出
納
検
査

　

21
日　

町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

27
日
～
28
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

�
（
本
郷
議
長
・
小
倉
副
議
長　

出
席
）

　

30
日　

東
津
軽
郡
監
査
委
員
協
議
会
役
員
会

６
月

　

3
日
～
５
日　

両
常
任
委
員
会
合
同
視
察
研
修
（
山
口
県
宇
部
市
～
兵
庫
県
神
戸
市
）

　

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

13
日
～
18
日　

第
４
９
７
回
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

（�

14
日
、
15
日
は
休
日
の
た
め
休
会
、
16
日
は
青
森
県
町
村
会
臨
時

総
会
に
よ
り
、
町
長
不
在
の
た
め
休
会
）

　

17
日　

議
員
全
員
協
議
会
（�

今
別
町
及
び
外
ヶ
浜
町
に
お
け
る
地
域
交
通
の
確
保
等

に
関
す
る
基
本
合
意
書
締
結
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
、
行
政

財
産
無
断
採
取
に
係
る
顛
末
書
等
の
調
査
に
つ
い
て
）

　

20
日　

例
月
出
納
検
査

　

24
日
～
25
日　

定
期
監
査

　

25
日　

東
津
軽
郡
町
村
議
会
議
長
会
役
員
・
事
務
局
長
会
議

　

27
日　

令
和
７
年
第
1
回
青
森
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

�

（
綿
谷
議
員
・
中
嶋
議
員　

出
席
）

議会を傍聴しませんか
　町の動きを知る良い機会です。多くの方が町政に関心を持ち、議会を傍聴することが議会活性
化のひとつです。
　傍聴人は先着20名となっております。
※傍聴される方へお願い
　本会議中の録音、写真撮影は今別町議会傍聴人規則第９条により禁止されています。

９月議会定例会は、９月５日から９月10日までの６日間を予定しています。
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